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１．2022（令和 4）年度 事業総括 

 当法人の定款に掲げる事業の多くは、「川西市市民活動センター」「川西市男女共同参画センタ

ー」の指定管理事業の中で実施しており、法人設立 18年目の 2022（令和 4）年度も、主軸の

事業は指定管理事業となった。また次期指定管理者の公募年度だったため申請に労力をかけた。 

 指定管理事業では、第 3期：5年間（2018(平成 30)年度～2022(令和 4)年度）の 5年次の事業

を実施した。第 3 期は「人を育み、人が育まれる施設」との思いをさらに深く込めて、以下の

5つの方針で、業務にあたった。（※【参考】第 1期：2010(平成 22)年度～2012(平成 24)年度

（3年間）、第 2期：2013(平成 25)年度～2017(平成 29)年度（5年間）） 

================================================================================== 

 テーマ  第3期：「“場”は人が創り、人は“場”で育まれる」 

2022（令和4）年度：「『笑顔』と『ありがとう』に満ちた“場”に…」 

 5つの方針 

(1) 川西市内での社会貢献活動の促進、男女共同参画社会づくりの推進のために、「市民

的自発性」を醸成し、「多様で自由で豊かな生き方」を涵養する「場」として、併設

館の特徴を活かした事業を展開する。 

(2) 公共目的で設置された施設の存在理由に鑑みて、「量的公平性」のみならず「質的公

平性」にも配慮するなど、常にバランスを保った運営管理に努める。 

(3) 「市民」目線、「利用者」視点に立った利便性のあるサービス提供を心がけるととも

に、引き続き「民間」視点での経営効率化を図っていく。 

(4) 「“施設”を活かすのは“人”」とのコンセプトのもと、魅力ある「場」創りを継続

しつつ、様々なメディアを使った対象者別の効果的な PR で、さらなる利用を促して

いく。 

(5) 施設の利用者を育む「場」であるだけでなく、働くスタッフも育まれる「場」となる

べく、ゆとりあるスタッフ配置・待遇で、施設の「持続可能な運営管理」をめざす。 

================================================================================== 

・ 「川西市市民活動センター」「川西市男女共同参画センター」の指定管理事業の詳細につい

ては、2023(令和 5)年夏頃に発行の「2021（令和 3）年度 事業概要」にて報告するので、

ここでは事業の概略だけを記載する。（法人正会員には「事業概要」を送付予定） 

・百年に一度という「新型コロナウイルス感染症」のパンデミックは、2022（令和 4）年度指

定管理事業にも影響を与えた。「緊急事態宣言」や「まん延防止等重点措置区域」指定など

の発出は無くなったものの、貸室収入の回復は充分ではない。加えてウクライナ情勢の影

響を受けた電気代の高騰にも苦慮した。一方で、コロナ禍を契機に進展した社会の ICT 化

には引き続き積極的に対応し、各事業のオンライン化などに取り組んだ。 

・ 両センター事業では… 

コロナ禍ではあったが、開館20周年を記念して、「パレットかわにし20周年フェスタ」

を「フェスタ月間」として密を避ける分散型で実施した。また年末には記念講演とし

て「映像ジャーナリスト玉本英子さんが見たウクライナ」を開催した。 

前々年度に 1年かけてリニューアルしたセンターの WEB サイトはフル活用した。新し

い WEB サイトではスマホ対応が可能となったうえ、更新作業が簡便になったことで、
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様々な変化に即時対応できるようになった。 

センター情報紙は、2022（令和 4）年度がセンター開設 20 年だったことからカラー刷

りにした。そのことで、より多くのかたがたに手に取ってもらえるようになった。 

また、センターで「利用者自治」と呼んでいる、利用者（市民）自らが、センターの

設備の使い方を話しあい、ルールを決める取り組み「みんな納得のルールづくり」（「ロ

ッカーの使用ルールを話しあう会」）も久しぶりに対面で実施した。 

※2013（平成 25）年 2月 27 日に、ファシリテーターの青木将幸さんにお越しいただ

き、無秩序だったセンターのロッカーの使い方について、初めて話しあいを持って

みんなでルールを創った。以後、毎年度、話しあいを重ねてルールを更新している。 

・ 市民活動分野では… 

2022（令和 4）年度の特徴として、市民企画の講座「和文化から SDGs を考える」や市

民講師デビュー講座「誰でも簡単！作曲体験～みんなで作るテーマ曲～」など、市民

の潜在するパワーを活かした企画があげられる。また「ソーシャルビジネス支援ネッ

トワークかわにし」（詳細 p.8）での協働事業は毎年好評で、当該年度は「地域・社会

に『いいこと』を事業化するために」として連携セミナーを行った。 

ICT 化が進むなかで、「オンライン会議のファシリテーション講座」や「まだ大丈夫！

オンラインにトライ」など日常的な相談対応を含め積極的なサポートを心がけた。 

・ 男女共同参画分野では… 

この分野でも、市民企画の講座「アンコンシャス・バイアスの気づきと実践」や市民

講師デビュー講座「発達凸凹の悩みを話してみない？」など、市民の積極的な参画が

特徴的だった。また、川西市「産業振興課」との協働企画で毎年実施している「自分

らしい働き方を見つけるセミナー2022」（全 4回）も高評価に終えることができ、それ

ぞれに 2022（令和 4）年度の特徴的な事業となった。 

社会の ICT 化への対応として男女共同参画の分野でも「まだまだ間に合うスマホ講座」

を引き続き開催し好評裡に終えた。その他、啓発講座など多数実施。 

・ 公的機関との連携として… 

上記の連携・共催講座のほか、「総合センター」とは「地域で子育て～世代をつなぐ～」

を実施し、シニア世代の育児世代へのサポート関与を促した。 

「議会事務局」とは毎年「議会講座」を協働実施しているが、当該年度も「議会を知

り暮らしを考える（議場見学あり）」を実施している。 

（兵庫県「阪神シニアカレッジ」との連携はコロナ禍で未実施） 

 「NPO 大学・マナビ塾 2022」については、長年の実施主体であった「(現)認定 NPO 法人 CS

神戸」より 2015（平成 27）年度からバトンを受け、引き続き「ひょうごボランタリー基金」

中間支援活動助成（基本事業）を受け、全県事業として実施した。（詳細 p.○） 

 「川西市テーマ型協働事業」で実施してきた「まちづくりラウンドテーブル」は、最初、川西

市けやき坂での「つながる けやき坂」（2015(平成 27)年 2月はセンター事業で実施・引き継

いで 2015(平成 27)年度「川西市テーマ型協働事業」）から始まった。その後、「つながりづく

り in 多田東」（2016(平成 28)年度）、「つながりづくり in 北陵」（2017(平成 29)年度）、「つなが

りづくり in 桜小地区」（2018(平成 30)年度）と続いてきた。2019(平成 31)年度、2020(令和 2)

年度に企画した「つながりづくり in 久代」は、コロナ禍で延期となったが、2021(令和 3)年度
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に 3回実施することができた。2022（令和 4）年度は、久代で実施したときに隣の地域の加茂

でも実施希望があり、「つながりづくり in 加茂」として 3回実施した。（詳細 p.○） 

 当法人独自の自主事業で特徴的な取組みとして、「つながりカフェ」がある。このラウンドテ

ーブル（まちづくり井戸端会議）は 2023（令和 5）年 3月度で第 204 回を迎えた。「新型コロ

ナウイルス感染症」の影響もあるなか、対面型にこだわって、感染防止対策を図りつつ「個人

の立場で参加・出入り自由・テーマなしの『場』」の実施を継続した。（詳細 p.○） 

 ｢つながりカフェ」の経験と実績を生かして始めた猪名川町での「つながり～いな☆カフェ」

（2012 (平成 24)年 11 月から実施：その後、数名の有志で自主運営）は、この場を母体とし

て組織ができ、2021（令和 3）年 11月に法人化した「NPO 法人いながわリンク」の事業として

2022（令和 4）年度から移管した。運営のサポートは継続している。（詳細 p.○） 

 2005（平成 17）年 4月 25 日、法人設立 3日後に起こった JR 福知山線列車事故においては、

事故直後から主に負傷者とその家族等を対象に被害者支援活動を行ってきた。この「中間支援」

機能を活かしたサポートは、事故から 18 年を経ても各所から高く評価されている。（詳細 p.） 

 「NPO 共済制度の創設めざして」は、2018（平成 30）年度～2020（令和 2）年度まで、「ひょ

うごボランタリー基金」中間支援活動助成（企画立案事業）を受けて実施した。この事業は、

中間支援 NPO が「NPO の中間支援組織」から「公益の中間組織」(※)へと転換を図り、「共生に

つながる支援力」を充実させることをめざして実施した。 (※)「中間支援組織の 20 年」より引用。

具体的には、NPO 業界を牽引するリーダーや NPO で働くスタッフのために、安価な掛金で充実

した保障の共済制度を兵庫県発で創設するという提案であった。制度の創設には至らなかった

が、最終年度にはアドボカシーとして、紹介「動画」と「小冊子」を作成した。「動画」のイ

ンタビューでは、県内で活躍する NPO 法人などのかたがたの、根源的な問題に触れた貴重な意

見やアドバイスをいただくことができた。さらに、現在、「全国 NPO 事務支援カンファレンス」

が「NPO・NGO 共済制度」の創設で動いており、その活動に連動していっている。 

 2014（平成 26）年の夏に移転した事務所では、そのスペースを活かして「コワーキング」的

な事業を行っており、コロナ禍でも一定の利用を保ってきた。専門家による「コンサルティン

グ」「カウンセリング」の利用や、女性起業家のスタートアップへの活動場所支援での利用が

多い。加えて、「利用パートナー」制度による事務スペースの共用化も継続している。 

 このように、2022（令和 4）年度も、厳しい環境ながら中身のある自主事業を行うことができ

た。（詳細はこれ以降のページに記載） 

 

 

 

 

 

 

2022（R4）年度 

様々な事業 
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２．2022（令和 4）年度 事業実施体制 

 

（１）総会・理事会 

① 通常総会（第 17 回） 

・開催日 2022（令和 4）年 5月 29 日（日） 

・開催場所 川西市市民活動センター・男女共同参画センター 

・出席者 21 人（うち委任状：14人） ※正会員数：28 人 

・議事内容 2021（令和 3）年度（第 17 期）事業報告・決算報告の承認について 

役員の選任 

2022（令和 4）年度（第 18 期）事業計画・活動予算の報告 

 

② 理事会 

＜第 1回理事会＞ 

・開催日 2022（令和 4）年 5月 14 日（土） 

・開催場所 オンライン／川西市市民活動センター・男女共同参画センター 

・出席者 5 人（うち委任状：1人） ※理事数：5人 

 

 

（２）会員 

① 正会員（28 人） 

・個人会員：25 人 

・団体会員(企業)：1 団体 ／ 団体会員(非企業)：2団体 

 

② 賛助会員（26 人） 

・個人会員：19 人 

・団体会員(非企業)：7団体 
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（３）役員 

・理事長 三井ハルコ 

・理事  久 隆浩 （近畿大学 総合社会学部 教授） 

嶋﨑眞二 （和泉屋勘兵衛 建築デザイン室 代表） 

佐野惠美子（SANO 企画・画廊シャノワール 代表） 

吉岡博充 （特定非営利活動法人 市民事務局かわにし 事務局長） 

・監事  横田信之 （横田信之税理士事務所 代表） 

津久井 進（芦屋西宮市民法律事務所 弁護士） 

 

（４）事務局体制 ＜2022（令和 4）年度＞ 

＜法人事務局＞ 

・総事業統括  三井ハルコ 

・事務局長   吉岡博充 （2019/6-）（2017/9-入職） 

・事業マネージャー 吉尾 豊 （2019/6-）（2018/4-入職） 

・事務局スタッフ 藤森啓子 （2010/4-入職） 

三宅紀代子（2018/3- 会計・税務）（2010/4-2013/3、2016/11-入職） 

赤木牧子 （2017/10-入職）※旧姓：西村 

中山 恵 （2019/1-入職） 

岡田孝子 （2020/4-入職） 

 

＜指定管理事業＞（川西市 市民活動センター・男女共同参画センター） 

・センター長  三井ハルコ：全般（週 5日） 

・運営マネージャー 藤森啓子：主に男女共同参画担当（週 5日） 

・運営マネージャー 赤木牧子：主に市民活動担当（週 5日） 

・常勤スタッフ   吉尾 豊：主に市民活動担当（週 4日）（2020/1- 非常勤 → 常勤） 

・常勤スタッフ  岡田孝子：主に男女共同参画担当（週 4日）（2020/4- 常勤） 

・非常勤スタッフ 三宅紀代子：会計・税務も担当（週 2日程度） 

・非常勤スタッフ 中山 恵（週 2日程度） 

・非常勤スタッフ 吉岡博充（週 2日程度）（2020/6- 常勤 → 非常勤） 

・専門相談員  2 名：｢女性のための相談」担当 ※業務の秘匿性のため氏名掲載せず 

・スーパーバイザー 小川真知子（NPO 法人 SEAN 理事長） 

・ICT アドバイザー 中西雅幸（NPO 法人コミュニティリンク理事長） 
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３-１．2022（令和 4）年度 事業概略（定款に掲げる事業） 

 
（１）情報収集･提供事業 

① 地域のさまざまな情報を収集し、WEB サイト・ブログなどで情報を提供 

② 会員向けニューズレター等の発行 

③ 指定管理事業内で、両センターへ寄せられる情報を分かりやすく集約し、センター

内の様々な情報（図書・資料・チラシ・パンフレット・DVD・ビデオ等）も提供 

 

（２）ネットワーキング事業 

① ｢つながりカフェ」（「まちづくり井戸端会議」交流つどい場）を実施 

② ｢関西 NPO 支援センターネットワーク（KNN）」に参画 

③ ｢ソーシャルビジネス支援ネットワークかわにし」（日本政策金融公庫）で連携事業 

④ その他各組織とのネットワーキング 

⑤ 指定管理事業内で、様々な交流会を実施 

 

（３）相談･支援事業 

① ｢市民活動・NPO・起業サポート相談」の実施 

② JR 福知山線列車事故 被害者支援 

③ ｢つながり～いな☆カフェ」（猪名川町での「まちづくり井戸端会議」）の運営支援 

④ ｢つながりづくり in 加茂」（川西市加茂地域での「まちづくり井戸端会議」）の運営 

⑤ 指定管理事業内で、「市民活動・NPO・起業サポート相談」や「女性のための相談」

など実施 

 

（４）啓発事業 

① 指定管理事業内で、公益的な社会貢献活動や男女共同参画に関する講座を実施 

 

（５）人材育成事業 

① ｢NPO 大学・マナビ塾 2022」の実施（ひょうごボランタリー助成） 

② 指定管理事業内で、両センター事業の講座・交流会・相談などで実施 

 

（６）政策提言･調査事業 

① ｢NPO 共済制度の創設めざして」は「全国 NPO 事務支援カンファレンス」と連携 

② さまざまな課題案件について、市・県などの担当所轄部局と協議・提言 

③ ｢川西市キセラ川西エコまち協議会みどり部会｣に副部会長として参画 

④ ｢川西市参画と協働のまちづくり研修：実践編」で参画 

⑤ 指定管理事業内で、｢川西市新任主任の職員研修」を実施 

⑥ 指定管理事業内で、｢川西市参画と協働のまちづくり推進会議」に陪席 

⑦ 指定管理事業内で、｢川西市男女共同参画審議会」に陪席 

 

（７）施設管理･運営事業 

① 川西市市民活動センター・川西市男女共同参画センターの指定管理事業の実施 
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３-２．2022（令和 4）年度 事業内容 

 
※指定管理事業「川西市市民活動センター」「川西市男女共同参画センター」事業詳細については

2023 (令和 5)年夏発行の「2022（令和 4）年度 事業概要」にて報告 

※以下の事業の詳細報告は作成中 
 
（１）情報収集･提供事業 

 

（２）ネットワーキング事業 

 

（３）相談･支援事業 

 

（４）啓発事業 

 

（５）人材育成事業 

 

（６）政策提言･調査事業 

 

（７）施設管理･運営事業 
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３-３．2022（令和 4）年度 その他の活動 

1. 川西市「キセラ川西エコまち協議会 みどり部会」副部会長（2016 年度～） 

2. 川西市「キセラ川西せせらぎ公園：キセラカフェ」参加（2017 年 5 月～奇数月第 2土曜午後） 

3. 川西市「キセラ川西せせらぎ公園：管理棟セルフビルドプロジェクトワークショップ」 

「設計・施工ワークショップ」「名付け親ワークショップ」など参加を経て 

川西市「キセラ丸～この指トマレプロジェクト～」を立ち上げ「キセラ丸」オープンに合わせ 

川西市「パークオフィスキセラ丸：オープニングイベント」（2019/5/11）をプロデュース 

川西市「キセラ丸～この指トマレプロジェクト～」では今後の運営管理を考える MTG を主導 

4. 川西市「自治会勉強会～LINE 公式アカウント～」で講師（2023/1/26） 

5. 川西市「子育てフェスティバル」参加（2022/11/13） 

6. 社会福祉法人川西市社会福祉協議会「評議員会」委員（2010 年度～） 

7. 社会福祉法人川西市社会福祉協議会「社協ひだまり基金助成事業」選考委員（2010年度～） 

8. 兵庫県阪神北県民局「助成金説明会」で「中間支援 NPO 法人」の役割と法人紹介（2023/3/29） 

9. 兵庫県「東播磨生活創造センター『かこむ』審議会」委員（2021 年度～） 

10. 兵庫県「災害救援ボランティア活動支援関係団体連絡会議」会員（2017 年度～） 

11. 公益財団法人兵庫県生きがい創造協会「阪神シニアカレッジ」講師（2016 年度～） 

12. 公益財団法人ひょうごコミュニティ財団「評議員会」委員（2013 年度～） 

13. 公益財団法人ひょうごコミュニティ財団「有園博子基金助成金」選考委員（2019 年～） 

14. ひょうご子育てコミュニティ 会員・幹事（2009 年度～） 

15. ひょうご子育てコミュニティ「子育て支援メッセ」（2023/2/26） 

16. ひょうご中間支援団体ネットワーク 会員（2013 年度～） 

17. HYOGON（ひょうご市民活動協議会）会員（2016 年？～） 

18. 明石市「社会教育委員」として「生涯学習ビジョン策定」委員（2021 年度～） 

19. 明石市「生涯学習センター及び男女共同参画センター指定管理事業」選定委員（2022 年度） 

20. 一般財団法人明石コミュニティ創造協会「ウィズあかし運営委員会」委員（2020 年度～） 

21. 豊岡市「豊岡市民プラザ」で講座講師（2022/10/28） 

22. 大阪市港区「区民センター指定管理予定者選定会議」選定委員（2022 年度） 

23. 大阪市鶴見区「コミュニティ育成事業」選定委員（2022 年度） 

24. 大阪市福島区「新たな地域コミュニティ支援事業」選定委員（2022 年度） 

25. 大阪市淀川区「新たな地域コミュニティ支援事業」選定委員（2022 年度） 

26. 大阪市生野区「新たな地域コミュニティ支援事業」選定委員（2022 年度） 

27. 大阪市阿倍野区「新たな地域コミュニティ支援事業」「コミュニティ育成事業」選定委員 

28. 大阪市西淀川区「新たな地域コミュニティ支援事業」「コミュニティ育成事業」選定委員 

29. 箕面市「夢の実支援金（みのお市民活動支援金）交付検討会議」審査員（2012 年度～） 

30. 豊中市「市民公益活動推進委員会」委員（2022 年度～） 

31. 和泉市「男女共同参画センター」で講座講師（2022/12/17） 

32. 関西テレビ放送（株）「勉強会（JR 事故）～ともし続ける灯り～」で講師（2023/3/10） 
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